
粟粟粟
粟粟粟
粟粟粟
粟粟粟
粟粟粟
粟粟粟

人
事
異

人
事
異
動動
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艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
  艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
  艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

「

㮇
カ
月
予
算
」
と
し
て
一
体
運
用

15

国
補
正
活

国
補
正
活
用用

公公
共
事
業

共
事
業
㮇
億
円
億
円

701701

一一般般会会計計44..00％％増増のの33556677億億円円余余

鳥取県当初予算案

新
ま
ち
づ
く
り
拠
点
が
竣
工

箕
野
町
長
ら
が
出
席
し
て
祝
う
北広島町

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
な
ど
強
化

広
島
支
店
を
南
区
に
移
転

極東興和

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
  艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

尾道松江線世羅ＩＣ付近１.７灼

付加車線運用あすから
三次河川国道

南
口
広
場
再
整
備
等
に
係
る
監
理
業
務
広島市

ＷＷ
ＴＴ
ＯＯ
対
象
で

対
象
で
33
月月
55
日日
まま
で
受
付

で
受
付

テ
ー
マ
は〝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
事
例
〟

㮇
日
に
施
策
＆
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

17

社建フォーラム

　
鳥
取
県
は
、
一
般
会
計
の
総
額
が

取
県
は
、
一
般
会
計
の
総
額
が
３
５
６
７

３
５
６
７
億
５
９
０
０

５
９
０
０
万
円
の

万
円
の
２
０
２

２
０
２
１

年
度
当
初
予
算
案
を
公
表
し
た
。
前
年
度
当
初
に
比
べ

年
度
当
初
予
算
案
を
公
表
し
た
。
前
年
度
当
初
に
比
べ
４
・
０
％
増
と

％
増
と
２
年
連

続
の
増
額
編
成
で

続
の
増
額
編
成
で
、　

年
度
以
降
で
は
最
大
規
模
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

年
度
以
降
で
は
最
大
規
模
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

0808

策
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
強
化
や
防
災
力
の
向
上
な
ど
四
つ
の
重
点

策
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ラ
基
盤
の
強
化
や
防
災
力
の
向
上
な
ど
四
つ
の
重
点
施

策
に
策
に
３
３
１

３
３
１
の
主
要
事
業

の
主
要
事
業
７
０
１

７
０
１
億
円
を
盛
り
込
み
、
国
の
補
正
を
活
用
し

億
円
を
盛
り
込
み
、
国
の
補
正
を
活
用
し
た

１
月
臨
時
補
正
予
算
約

月
臨
時
補
正
予
算
約
２
９
０

２
９
０
億
円
と

億
円
と
「
　
カ
月
予
算
」
と
し
て
一
体
的
に
運
用

カ
月
予
算
」
と
し
て
一
体
的
に
運
用

1515

す
る
す
る
。

歳
入
は
、
県
税
収
入
が

　
歳
入
は
、
県
税
収
入
が
５

２
２
２
２
億
３
０
０
０

３
０
０
０
万
円
と

万
円
と
７

・
９
％
の
減
収
を
見
込
む

％
の
減
収
を
見
込
む
も

の
の
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
の
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

含
め
た
地
方
交
付
税
は

含
め
た
地
方
交
付
税
は
５
・

２
％
増
の

％
増
の
１
５
６
６

１
５
６
６
億
８
５

０
０
０
０
万
円
と
な
る
見
通
し

万
円
と
な
る
見
通
し
。

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
公

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
公
共

事
業
費
に
は
対
前
年
度
比

事
業
費
に
は
対
前
年
度
比
０

・
６
％
増
の

％
増
の
４
９
９

４
９
９
億
４
０

０
万
円
を
計
上
。
臨
時
補

万
円
を
計
上
。
臨
時
補
正

分
と
の
合
計
で
は

分
と
の
合
計
で
は
７
０
０

７
０
０
億

６
２
０
０

６
２
０
０
万
円
を
確
保
し
た

万
円
を
確
保
し
た
。

新
年
度
予
算
の
重
点
施

　
新
年
度
予
算
の
重
点
施
策

は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
と
た

は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
と
た
た

か
う
か
う
（
　
事
業
、

事
業
、
１
３
１

１
３
１
億

2323

円
）
②
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら

円
）
②
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
経

済
・
雇
用
と
暮
ら
し
を
守

済
・
雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る

（
１
０
６

１
０
６
事
業
、

事
業
、
１
１
３

１
１
３
億

円
）
③
新
型
コ
ロ
ナ
を
乗

円
）
③
新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り

越
え
て
新
時
代
を
拓
く
（

越
え
て
新
時
代
を
拓
く
（
１

１
１
１
１
事
業
、

事
業
、
１
４
５

１
４
５
億
円
億
円
）

④
安
心
・
安
全
な
ふ
る
さ

④
安
心
・
安
全
な
ふ
る
さ
と

づ
く
り

づ
く
り
（
　
事
業
、

事
業
、
１
４
１
４
８

6868

億
円
）
―
の
四
つ
が
柱

億
円
）
―
の
四
つ
が
柱
。

主
な
事
業
を
み
る
と
、

　
主
な
事
業
を
み
る
と
、
④

で
は
、
道
路
関
係
と
し
て

で
は
、
道
路
関
係
と
し
て
地

域
高
規
格
道
路
整
備
事
業

域
高
規
格
道
路
整
備
事
業
に

　
億
４
２
０
０

４
２
０
０
万
円
を
計

万
円
を
計
上

5050し
、
臨
時
補
正

し
、
臨
時
補
正
分
　
億
４
３
４
３

2727

０
０
０
０
万
円
と
合
わ
せ
、
国

万
円
と
合
わ
せ
、
国
道

１
７
８

１
７
８
号
岩
美
道
路
や
国

号
岩
美
道
路
や
国
道

３
１
３

３
１
３
号
倉
吉
関
金
道
路

号
倉
吉
関
金
道
路
の

整
備
を
引
き
続
き
進
め
る

整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
。

子
ど
も
の
通
学
路
対
策
に

子
ど
も
の
通
学
路
対
策
に
は

９
億
８
２
０
０

８
２
０
０
万
円
を

万
円
を
充

て
、
安
全
確
保
の
た
め
の

て
、
安
全
確
保
の
た
め
の
歩

道
整
備
や
カ
ラ
ー
舗
装
、

道
整
備
や
カ
ラ
ー
舗
装
、
防

護
柵
を
設
置
。
直
轄
道
路

護
柵
を
設
置
。
直
轄
道
路
の

負
担
分
に

負
担
分
に
は
　
億
１
１
０

１
１
０
０

2222

万
円
を
盛
り
込
ん
だ

万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

全
国
で
多
発
す
る
浸
水

　
全
国
で
多
発
す
る
浸
水
被

害
を
踏
ま
え
、
河
川
改
修

害
を
踏
ま
え
、
河
川
改
修
に

　
億
２
０
０

２
０
０
万
円
を
計
上
し

万
円
を
計
上
し
、

1414浸
水
被
害
の
軽
減
に
向
け

浸
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
て

河
川
断
面
の
拡
幅
、
築
堤

河
川
断
面
の
拡
幅
、
築
堤
な

ど
を
行
う
。
樹
木
伐
採
・

ど
を
行
う
。
樹
木
伐
採
・
河

道
掘
削
等
緊
急
対
策
事
業

道
掘
削
等
緊
急
対
策
事
業
に

は
５
億
５
５
０
０

５
５
０
０
万
円
を

万
円
を
盛

り
込
み
、
緊
急
性
の
高
い

り
込
み
、
緊
急
性
の
高
い
河

川
の
樹
木
伐
採
や
河
道
掘

川
の
樹
木
伐
採
や
河
道
掘
削

に
充
て
る
。
ま
た
、
豪
雨

に
充
て
る
。
ま
た
、
豪
雨
災

害
へ
の
新
た
な
備
え
と
し
て

害
へ
の
新
た
な
備
え
と
し
て
、

流
域
内
の
関
係
者
が
協
働

流
域
内
の
関
係
者
が
協
働
し

て
「
流
域
治
水
」
の
取
り
組

て
「
流
域
治
水
」
の
取
り
組
み

も
進
め
る
。
急
傾
斜
地
対

も
進
め
る
。
急
傾
斜
地
対
策

に
は
補
正
分
と

に
は
補
正
分
と
計
　
億
５
１
５
１

1414

０
０
０
０
万
円
を
確
保
し
た

万
円
を
確
保
し
た
。

新
規
事
業
で
は
、
国
の

　
新
規
事
業
で
は
、
国
の
交

付
金
を
活
用
し
、
鳥
取
港

付
金
を
活
用
し
、
鳥
取
港
岸

壁
で
大
型
タ
ン
カ
ー
に
対

壁
で
大
型
タ
ン
カ
ー
に
対
応

で
き
る
水
深
を
確
保
す
る

で
き
る
水
深
を
確
保
す
る
工

事
を
実
施
。
た
め
池
保
全

事
を
実
施
。
た
め
池
保
全
管

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
、
写

真
）
は
　
日
、
日
、
２
０
２
０

２
０
２
０
年

1818

度
第
度
第
２
回
目
と
な
る
テ
ー

回
目
と
な
る
テ
ー
マ

別
協
議
会
（
Ｃ
、
Ｍ
、
Ｐ
）

別
協
議
会
（
Ｃ
、
Ｍ
、
Ｐ
）
を

広
島
市
中
区
で
開
い
た
。

広
島
市
中
区
で
開
い
た
。
こ

の
日
の
協
議
会
で
は
、
対

の
日
の
協
議
会
で
は
、
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合

と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
」

を
初
め
て
採
用
。

を
初
め
て
採
用
。
約
　
人
が
人
が

3030

熱
の
入
っ
た
議
論
を
展

熱
の
入
っ
た
議
論
を
展
開

し
、
今
年

し
、
今
年
７
月
に
予
定
す

月
に
予
定
す
る

の
総
会
で

の
総
会
で
３
年
間
に
渡
る

年
間
に
渡
る
活

動
の
成
果
報
告
を
行
う
こ

動
の
成
果
報
告
を
行
う
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
た

を
申
し
合
わ
せ
た
。

　
同
研
究
会

同
研
究
会
は
、
コ
ン
ク
リ

ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
長
寿
命
化
に

ト
構
造
物
の
長
寿
命
化
に
向

け
た
異
業
種
間
連
携
を
目

け
た
異
業
種
間
連
携
を
目
的

に
、
元
広
島
工
業
大
学
教
授

広
島
工
業
大
学
教
授
の

十
河
代
表
ら
が
中
心
と
な

十
河
代
表
ら
が
中
心
と
な
っ

て
　
年
に
設
立
し
た
も
の

年
に
設
立
し
た
も
の
。

1818メ
ン
バ
ー
は
「
初
期
ひ

　
メ
ン
バ
ー
は
「
初
期
ひ
び

割
れ
抑
制
技
術
（
Ｃ
）
協

割
れ
抑
制
技
術
（
Ｃ
）
協
議

会
」「
延
命
化
の
た
め
の
維

会
」「
延
命
化
の
た
め
の
維
持

管
理
技
術
（
Ｍ
）
協
議
会
」「

管
理
技
術
（
Ｍ
）
協
議
会
」「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
生
産
性
向

ン
ク
リ
ー
ト
の
生
産
性
向
上

（
Ｐ
）
協
議
会
」
の

（
Ｐ
）
協
議
会
」
の
３
つ
の
つ
の
協

議
会
に
分
か
れ
、
各
分
野

議
会
に
分
か
れ
、
各
分
野
の

専
門
家
が
垣
根
を
越
え
た

専
門
家
が
垣
根
を
越
え
た
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
日
の
協
議
会
の

　
こ
の
日
の
協
議
会
の
う

ち
、
広
島
工
業
大
学
工
学

ち
、
広
島
工
業
大
学
工
学
部

の
竹
田
宣
典
教
授
が
主
査

の
竹
田
宣
典
教
授
が
主
査
を

務
め
る
「
Ｃ
協
議
会
」
で
は

務
め
る
「
Ｃ
協
議
会
」
で
は
、

初
期
ひ
び
割
れ
抑
制
の
目

初
期
ひ
び
割
れ
抑
制
の
目
的

や
性
能
へ
の
影
響
を
明
確

や
性
能
へ
の
影
響
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
必
要
と
し
た

す
る
こ
と
が
必
要
と
し
た
ほ

か
、
材
料
・
施
工
面
及
び

か
、
材
料
・
施
工
面
及
び
誘

発
目
地
の
設
計
な
ど
の
抑

発
目
地
の
設
計
な
ど
の
抑
制

対
策
に
つ
い
て
、
費
用
対

対
策
に
つ
い
て
、
費
用
対
効

果
で
判
断
す
る
こ
と
の
重

果
で
判
断
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
。
今
後
、
チ
ェ

性
を
指
摘
。
今
後
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
作
成
な
ど
、

ク
リ
ス
ト
の
作
成
な
ど
、
抑

制
策
の
提
案
に
向
け
て
整

制
策
の
提
案
に
向
け
て
整
理

す
る
こ
と
と
し
た

す
る
こ
と
と
し
た
。

極
東
興
和
の
江
良
和
徳

　
極
東
興
和
の
江
良
和
徳
氏

に
よ
る
「
Ｍ
協
議
会
」
で
は

に
よ
る
「
Ｍ
協
議
会
」
で
は
、

Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
延
命
化
技

Ｒ
Ｃ
構
造
物
の
延
命
化
技
術

を
一
覧
表
で
紹
介
し
、
こ

を
一
覧
表
で
紹
介
し
、
こ
れ

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
議

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
議
論

を
展
開
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
展
開
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
共
同

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
共
同
作

成
し
た
「
小
規
模
橋
梁
の

成
し
た
「
小
規
模
橋
梁
の
簡

易
点
検
要
領
（
案
）
」
や
「
コ

易
点
検
要
領
（
案
）
」
や
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
対
象

ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
対
象
と

し
た
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
に

し
た
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
に
よ

る
補
修
の
設
計
・
施
工
指

る
補
修
の
設
計
・
施
工
指
針

（
案
）
」
の
成
果
報
告
な
ど

（
案
）
」
の
成
果
報
告
な
ど
も

な
さ
れ
た

な
さ
れ
た
。

広
島
工
業
大
学
建
築
学

　
広
島
工
業
大
学
建
築
学
部

の
坂
本
英
輔
准
教
授
を
主

の
坂
本
英
輔
准
教
授
を
主
査

と
す
る
「
Ｐ
協
議
会
」
で
は

と
す
る
「
Ｐ
協
議
会
」
で
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
生
産

性
向
上
技
術
の
数
々
に

性
向
上
技
術
の
数
々
に
加

え
、
同
協
議
会
メ
ン
バ
ー

え
、
同
協
議
会
メ
ン
バ
ー
ら

で
昨
で
昨
年
　
月
に
実
施
し
た

月
に
実
施
し
た
ダ

1111

ム
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

ム
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
施

工
現
場
の
視
察
結
果
な
ど

工
現
場
の
視
察
結
果
な
ど
を

報
告
し
た

報
告
し
た
。

十
河
代
表
は
、
今
回
初

　
十
河
代
表
は
、
今
回
初
試

行
し
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式

行
し
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
」

に
つ
い
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
を

併
用
す
る
こ
と
で
遠
方
か

併
用
す
る
こ
と
で
遠
方
か
ら

も
参
加
し
や
す
く
な
る
。

も
参
加
し
や
す
く
な
る
。
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
へ
の
良

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
へ
の
良
い

対
応
事
例
に
も
な
る
の
で

対
応
事
例
に
も
な
る
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

な
お
、
同
会
の
活
動
は

　
な
お
、
同
会
の
活
動
は
、

７
月
の
成
果
報
告
で

月
の
成
果
報
告
で
３
協
議

会
の
活
動
が
一
区
切
り
と

会
の
活
動
が
一
区
切
り
と
な

る
が
、
以
降
も
研
究
会
自

る
が
、
以
降
も
研
究
会
自
体

は
継
続
す
る
。

は
継
続
す
る
。
５
月
に
開

月
に
開
く

次
回
の
協
議
会
で
新
た
な

次
回
の
協
議
会
で
新
た
な
テ

ー
マ
を
議
論
す
る
予
定
だ

ー
マ
を
議
論
す
る
予
定
だ
。

協議会のもよう
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艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
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艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

理
・
防
災
対
策
強
化
事
業

理
・
防
災
対
策
強
化
事
業
で

は
、「
た
め
池
サ
ポ
ー
ト
セ

は
、「
た
め
池
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
」
を
設
置
し

タ
ー
（
仮
称
）
」
を
設
置
し
、

地
域
住
民
な
ど
が
実
施
す

地
域
住
民
な
ど
が
実
施
す
る

保
全
管
理
・
監
視
体
制
の

保
全
管
理
・
監
視
体
制
の
確

保
や
防
災
減
災
対
策
を
支

保
や
防
災
減
災
対
策
を
支
援

す
る
。
そ
の
ほ
か
、
直
轄

す
る
。
そ
の
ほ
か
、
直
轄
警

察
犬
制
度
の
導
入
に
向
け

察
犬
制
度
の
導
入
に
向
け
た

犬
舎
の
建
設
や
鳥
取
県
西

犬
舎
の
建
設
や
鳥
取
県
西
部

犬
猫
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

犬
猫
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
整

備
に
も
着
手
す
る

備
に
も
着
手
す
る
。

②
で
は
、
住
宅
関
係
と

　
②
で
は
、
住
宅
関
係
と
し

て
公
営
住
宅
で

て
公
営
住
宅
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
を
活

用
し
た
高
齢
者
の
見
守
り

用
し
た
高
齢
者
の
見
守
り
・

ま
た
、
建
設
業
の
担
い

　
ま
た
、
建
設
業
の
担
い
手

の
高
齢
化
が
課
題
と
な

の
高
齢
化
が
課
題
と
な
る

中
、
近
未
来
技
術
を
活
用

中
、
近
未
来
技
術
を
活
用
し

た
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と

た
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
近
未

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
近
未
来

技
術
等
社
会
実
装
事
業
）

技
術
等
社
会
実
装
事
業
）
に

１
億
９
０
０
０

９
０
０
０
万
円
を

万
円
を
付

け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
で
受
発

け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
で
受
発
注

者
双
方
の
業
務
を
効
率
化

者
双
方
の
業
務
を
効
率
化
や

生
産
性
向
上
を
実
現
し
、

生
産
性
向
上
を
実
現
し
、
建

設
産
業
に
お
け
る
働
き
方

設
産
業
に
お
け
る
働
き
方
改

革
を
進
め
る

革
を
進
め
る
。

③
で
は
国
立
公
園
満
喫

　
③
で
は
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
開

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
県
営
住
宅
永
江
団
地

し
、
県
営
住
宅
永
江
団
地
に

お
い
て
モ
デ
ル
的
に
運
用

お
い
て
モ
デ
ル
的
に
運
用
す

る
新
規
事
業
に
取
り
組
む

る
新
規
事
業
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
県

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
県
営

住
宅
上
粟
島
団
地
（

住
宅
上
粟
島
団
地
（
４
棟
　4848

戸
）
と
富
益
団
地

戸
）
と
富
益
団
地
（
　
棟
　

2222

8888

戸
）
を
集
約
し
、
新
た
に

戸
）
を
集
約
し
、
新
た
に
上

粟
島
団
地
（

粟
島
団
地
（
２
棟
　
戸
）
と
し

戸
）
と
し

6060

て
建
て
替
え
る
こ
と
を

て
建
て
替
え
る
こ
と
を
検

討
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
活
用

討
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
活
用
に

向
け
た
基
本
計
画
策
定
づ

向
け
た
基
本
計
画
策
定
づ
く

り
や
導
入
可
能
性
調
査
に

り
や
導
入
可
能
性
調
査
に
乗

り
出
す

り
出
す
。

の
開
設
に
向
け
た
取
り
組

の
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
。
ま
た
、
米

を
支
援
す
る
。
ま
た
、
米
子

港
周
辺
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

港
周
辺
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
の
活
性
化
ゾ
ー
ン
で
、

ト
の
活
性
化
ゾ
ー
ン
で
、
賑

わ
い
づ
く
り
や
地
域
の
憩

わ
い
づ
く
り
や
地
域
の
憩
い

大
山
隠
岐
国
立
公
園
で
、

大
山
隠
岐
国
立
公
園
で
、
自

然
歩
道
や
登
山
道
の
改
修

然
歩
道
や
登
山
道
の
改
修
な

ど
に
ど
に
２
億
９
７
０
０

９
７
０
０
万
円
万
円
を

計
上
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

計
上
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

民
間
の
リ
モ
ー
ト
オ
フ
ィ

民
間
の
リ
モ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス

の
場
と
な
る
よ
う
な
施
設

の
場
と
な
る
よ
う
な
施
設
の

概
略
検
討
に
入
る

概
略
検
討
に
入
る
。

こ
の
ほ
か
、
県
有
施
設

　
こ
の
ほ
か
、
県
有
施
設
の

省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
対
策
と

省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
対
策
と
し

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
設

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
設
備

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
も
乗
り
出
す
。
Ｐ

導
入
に
も
乗
り
出
す
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
（
Ｂ
Ｔ
Ｏ
）
方
式
で
実
施

Ｉ
（
Ｂ
Ｔ
Ｏ
）
方
式
で
実
施
す

る
鳥
取
県
立
美
術
館
整
備

る
鳥
取
県
立
美
術
館
整
備
運

営
事
業
に
は

営
事
業
に
は
７
０
０
０

７
０
０
０
万
円

を
計
上
し
、
整
備
運
営
に

を
計
上
し
、
整
備
運
営
に
対

す
る
支
払
い
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

す
る
支
払
い
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

へ
の
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

へ
の
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

料
な
ど
に
充
て
る

料
な
ど
に
充
て
る
。

特
別
、
企
業
会
計
を
合

　
特
別
、
企
業
会
計
を
合
わ

せ
た
当
初
予
算
の
総
額
は

せ
た
当
初
予
算
の
総
額
は
５

１
１
０

１
１
０
億
９
５
０
０

９
５
０
０
万
円

で
、　

日
か
ら
始
ま
る

日
か
ら
始
ま
る
２
月

2626

定
例
県
議
会
に
提
案
す
る

定
例
県
議
会
に
提
案
す
る
。

ト
中
国
カ
ン
パ
ニ
ー
の
林

ト
中
国
カ
ン
パ
ニ
ー
の
林
成

佳
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ

佳
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
推
進
部
長
と
松
田

シ
ョ
ン
推
進
部
長
と
松
田
拓

也
レ
ン
タ
ル
営
業
部
副
部

也
レ
ン
タ
ル
営
業
部
副
部
長

が
「
コ
マ
ツ
の
デ
ジ
タ
ル

が
「
コ
マ
ツ
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
・
ス
マ
ー
ト
コ

（
Ｄ
Ｘ
）
・
ス
マ
ー
ト
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｃ
）
」

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｃ
）
」
、

青
木
あ
す
な
ろ
建
設
建
設

青
木
あ
す
な
ろ
建
設
建
設
技

術
本
部
環
境
リ
ニ
ュ
ー
ア

術
本
部
環
境
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
部
の
飯
塚
尚
史
担
当

事
業
部
の
飯
塚
尚
史
担
当
課

長
が
「
無
人
化
施
工
シ
ス

長
が
「
無
人
化
施
工
シ
ス
テ

ム
及
び
水
陸
両
用
機
械

ム
及
び
水
陸
両
用
機
械
工

法
」
を
演
題
に
そ
れ
ぞ
れ

法
」
を
演
題
に
そ
れ
ぞ
れ
講

演
す
る
。
ま
た
、
中
国
地

演
す
る
。
ま
た
、
中
国
地
方

整
備
局
企
画
部
技
術
管
理

整
備
局
企
画
部
技
術
管
理
課

の
北
木
清
治
建
設
専
門
官

の
北
木
清
治
建
設
専
門
官
に

よ
る
「
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ

よ
る
「
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進
」
と

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進
」
と
題

し
た
情
報
提
供
も
行
わ

し
た
情
報
提
供
も
行
わ
れ

る
。時

間
は
午
後

　
時
間
は
午
後
１
時
か
ら

時
か
ら
４

時
半
ま
で
を
予
定
。
参
加

時
半
ま
で
を
予
定
。
参
加
料

は
、
社
建
フ
ォ
ー
ラ
ム
会

は
、
社
建
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員

が
無
料
で
社
建
フ
ォ
ー
ラ

が
無
料
で
社
建
フ
ォ
ー
ラ
ム

非
会
員
が

非
会
員
が
３
０
０
０

３
０
０
０
円
。
円
。
希

望
者
に
は
全
国
土
木
施
工

望
者
に
は
全
国
土
木
施
工
管

理
技
士
会
連
合
会
の
継
続

理
技
士
会
連
合
会
の
継
続
学

習
制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
で

習
制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
で
４
ユ

ニ
ッ
ト
が
付
与
さ
れ
る
受

ニ
ッ
ト
が
付
与
さ
れ
る
受
講

証
明
書
を
発
行
す
る
。
受

証
明
書
を
発
行
す
る
。
受
講

証
明
ユ
ニ
ッ
ト
（
ポ
イ
ン
ト

証
明
ユ
ニ
ッ
ト
（
ポ
イ
ン
ト
）

は
「
建
設
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会

は
「
建
設
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
」

の
構
成
団
体
な
ら
ど
こ
で

の
構
成
団
体
な
ら
ど
こ
で
も

相
互
認
証
さ
れ
る

相
互
認
証
さ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
は
、
社
建
フ
ォ
ー
ラ
ム

先
は
、
社
建
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
（
広
島
市
中
区
光
南

局
（
広
島
市
中
区
光
南
５

―
３
―
　
ま
る
せ
ビ
ル

ま
る
せ
ビ
ル
３
Ｆ
、

1919

電
話
電
話
０
８
２

０
８
２
―
５
７
８

５
７
８
―
４

７
４
１

７
４
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
０

０
２
０
―

４
６
２
４

４
６
２
４
―
９
１
８
９

９
１
８
９
）
。
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艶
 

社
会
基
盤
と
建
設
産
業

　
社
会
基
盤
と
建
設
産
業
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
略
称
・
社
建

ォ
ー
ラ
ム
（
略
称
・
社
建
フ

ォ
ー
ラ
ム
、
河
野
謙
理

ォ
ー
ラ
ム
、
河
野
謙
理
事

長
）
は

長
）
は
３
月
　
日
、
広
島

日
、
広
島
市

1717

南
区
金
屋
町
の
ワ
ー
ク
ピ

南
区
金
屋
町
の
ワ
ー
ク
ピ
ア

広
島
で
「
施
策
＆
ビ
ジ
ネ

広
島
で
「
施
策
＆
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ミ
ナ
ー
〝
頑
張
れ
建
設

セ
ミ
ナ
ー
〝
頑
張
れ
建
設
業

～
探
せ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
市
場
〟
」

～
探
せ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
市
場
〟
」
を

開
催
す
る

開
催
す
る
。

　
　
回
目
を
迎
え
る
今
回

回
目
を
迎
え
る
今
回
の

6565
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
『

セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
『
ｉ

―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ

―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
事
例
』

ｏ
ｎ
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
事
例
』
。

コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ

コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
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艶
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艶
艶
艶
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艶
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艶
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艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

極
東
興
和
広
島
支
店
（

　
極
東
興
和
広
島
支
店
（
寺

川
康
治
取
締
役
支
店
長
）
は

川
康
治
取
締
役
支
店
長
）
は
、

広
島
市
東
区
光
町

広
島
市
東
区
光
町
２
―
６
―

　
に
あ
る
本
社
ビ
ル

に
あ
る
本
社
ビ
ル
２
階
か

3131ら
南
区
的
場
町

ら
南
区
的
場
町
１
―
２
―
　1919

の
ア
ー
バ
ス
広
島

の
ア
ー
バ
ス
広
島
６
階
に
階
に
事

務
所
を
移
転
し
、

務
所
を
移
転
し
、
３
月
　
日
1212

か
ら
営
業
を
開
始
す
る

か
ら
営
業
を
開
始
す
る
。

社
員
数
増
へ
の
対
応
に

　
社
員
数
増
へ
の
対
応
に
加

え
、
本
社
と
広
島
支
店
の

え
、
本
社
と
広
島
支
店
の
所

在
地
を
分
離
す
る
こ
と
で

在
地
を
分
離
す
る
こ
と
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
強
化
を
図

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
強
化
を
図
る

た
め
。
移
転
後
に
空
室
と

た
め
。
移
転
後
に
空
室
と
な

る
２
階
は
改
修
し
、
本
社

階
は
改
修
し
、
本
社
事

務
所
と
し
て
活
用
す
る

務
所
と
し
て
活
用
す
る
。

な
お
、
移
転
に
伴
う
電

　
な
お
、
移
転
に
伴
う
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等
の
変
更

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等
の
変
更
は

な
し
。
電
話
番
号
（
代
表
）

な
し
。
電
話
番
号
（
代
表
）
は

０
８
２

０
８
２
―
２
６
１

２
６
１
―
１
２
１
２
０

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
２
６
２
６
４

―
３
７
２
８

３
７
２
８
と
な
っ
て

と
な
っ
て
い

る
。

　

大
林
組

 

3
月
1
日

〔
広
島
支
店
〕
建
築
設
計

　
〔
広
島
支
店
〕
建
築
設
計
部

長
（
設
計
本
部
プ
ロ
ジ
ェ

長
（
設
計
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
設
計
部
担
当
部
長
）
馬

ト
設
計
部
担
当
部
長
）
馬
木

直
子
　

東
亜
建
設
工
業

 

4
月
1
日

中
国
支
店
長
（
四
国
支

　
中
国
支
店
長
（
四
国
支
店

長
）
岡
禎

長
）
岡
禎
之

　

不
動
テ
ト
ラ

 

4
月
1
日

中
国
支
店
長
（
中
国
支

　
中
国
支
店
長
（
中
国
支
店

営
業
部
長
）
多
賀
久

営
業
部
長
）
多
賀
久
勝

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

山
県
郡
北
広
島
町
が
新

　
山
県
郡
北
広
島
町
が
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施

な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設

と
し
て
整
備
す
る
「
北
広

と
し
て
整
備
す
る
「
北
広
島

町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

の
竣
工
式

の
竣
工
式
が
　
日
、
同
セ

日
、
同
セ
ン

2323

タ
ー
内
で
関
係
者
ら
が
出

タ
ー
内
で
関
係
者
ら
が
出
席

し
て
開
か
れ
た
。
午
後
か

し
て
開
か
れ
た
。
午
後
か
ら

は
町
民
向
け
の
見
学
会
も

は
町
民
向
け
の
見
学
会
も
催

さ
れ
、
施
設
の
完
成
を
祝

さ
れ
、
施
設
の
完
成
を
祝
っ

た
。
た
。
４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン

月
か
ら
オ
ー
プ
ン
す

る
。箕

野
博
司
町
長
は
式

　
箕
野
博
司
町
長
は
式
辞

で
、「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

で
、「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
は
、
将
来
に
向
か

ン
タ
ー
は
、
将
来
に
向
か
っ

て
持
続
可
能
な
町
と
す
る

て
持
続
可
能
な
町
と
す
る
た

め
の
核
と
な
る
施
設
に
し

め
の
核
と
な
る
施
設
に
し
て

い
き
た
い
」
と
施
設
の
完

い
き
た
い
」
と
施
設
の
完
成

に
期
待
を
込
め
る
と
と

に
期
待
を
込
め
る
と
と
も

に
、
工
事
関
係
者
に
対
し

に
、
工
事
関
係
者
に
対
し
て

は
、「
こ
の
よ
う
な
立
派
な

は
、「
こ
の
よ
う
な
立
派
な
建

物
を
建
設
し
て
も
ら
い
心

物
を
建
設
し
て
も
ら
い
心
か

ら
感
謝
し
た
い
」
と
工
事

ら
感
謝
し
た
い
」
と
工
事
中

の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
感

の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
感
謝

状
を
贈
っ
た

状
を
贈
っ
た
。

新
施
設
は
、
老
朽
化
し

　
新
施
設
は
、
老
朽
化
し
た

千
代
田
中
央
公
民
館
を
建

千
代
田
中
央
公
民
館
を
建
て

替
え
、
同
公
民
館
の
持
つ

替
え
、
同
公
民
館
の
持
つ
生

涯
学
習
機
能
や
地
域
振
興

涯
学
習
機
能
や
地
域
振
興
機

能
を
含
む
、
全
町
的
な
「

能
を
含
む
、
全
町
的
な
「
ひ

と
づ
く
り
」「
協
働
の
ま
ち

と
づ
く
り
」「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
拠
点
施

く
り
」
を
進
め
る
拠
点
施
設

と
し
て
整
備
し
た
。
建
設

と
し
て
整
備
し
た
。
建
設
地

は
、
町
庁
舎
に
隣
接
す
る

は
、
町
庁
舎
に
隣
接
す
る
地

域
交
流
ゾ
ー
ン
内

域
交
流
ゾ
ー
ン
内
。

建
物
は
「
広
場
の
大
き

　
建
物
は
「
広
場
の
大
き
な

か
さ
」
を
設
計
コ
ン
セ
プ

か
さ
」
を
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

に
、「
か
さ
」
を
イ
メ
ー
ジ

に
、「
か
さ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
形
状
と
な
っ
て
お
り
、

た
形
状
と
な
っ
て
お
り
、
規

模
は
Ｓ
造

模
は
Ｓ
造
２
階
建
延
べ

階
建
延
べ
１
６

９
６
９
６
・
　

釈
。
中
央
部
に

。
中
央
部
に
２

7777

０
０
０
０
席
を
配
置
で
き
る
ホ

席
を
配
置
で
き
る
ホ
ー

ル
を
設
け
、
こ
の
ホ
ー
ル

ル
を
設
け
、
こ
の
ホ
ー
ル
を

取
り
囲
む
よ
う
に

取
り
囲
む
よ
う
に
２
万
冊
万
冊
規

模
の
図
書
ス
ペ
ー
ス
や
ア

模
の
図
書
ス
ペ
ー
ス
や
ア
ト

リ
エ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ

リ
エ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ

オ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を

オ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
配

置
。
町
民
の
活
動
成
果
を

置
。
町
民
の
活
動
成
果
を
発

表
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

表
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
メ

デ
ィ
ア
ウ
ォ
ー
ル
や
、
ま

デ
ィ
ア
ウ
ォ
ー
ル
や
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を

づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
促

す
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
（
ま

す
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
（
ま
ち

づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
も

設
け
た
。
総
建
築
事
業

設
け
た
。
総
建
築
事
業
費

は
、
は
、
約
　

億
５
５
０
０

５
５
０
０
万

1010

円
。設

計
・
監
理
は
あ
い

　
設
計
・
監
理
は
あ
い
設

計
、
工
事
は
錦
建
設
・
Ｓ

計
、
工
事
は
錦
建
設
・
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ａ
特
定
Ｊ
Ｖ
が
そ

Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ａ
特
定
Ｊ
Ｖ
が
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
た

ぞ
れ
担
当
し
た
。

新まちづくりセンター

式のもよう

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

広
島
市
は
、「
広
島
駅
南

　
広
島
市
は
、「
広
島
駅
南
口

広
場
の
再
整
備
等
に
係
る

広
場
の
再
整
備
等
に
係
る
監

理
業
務
（

理
業
務
（
３
―
１
）
」（
Ｗ
Ｔ

）
」（
Ｗ
Ｔ
Ｏ

対
象
）
に
つ
い
て
、
総
合
評

対
象
）
に
つ
い
て
、
総
合
評
価

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
募

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
募
集

を
行
っ
て
い
る
。「
調
査
・

を
行
っ
て
い
る
。「
調
査
・
研

究
」
ま
た
は
「
施
工
計
画
・

究
」
ま
た
は
「
施
工
計
画
・
施

工
設
備
及
び
積
算
」
に
登

工
設
備
及
び
積
算
」
に
登
録

さ
れ
て
い
る
単
体
企
業
ま

さ
れ
て
い
る
単
体
企
業
ま
た

は
２
～
３
者
Ｊ
Ｖ
が
対
象

者
Ｊ
Ｖ
が
対
象
。

３
月
５
日
ま
で
入
札
書
を

日
ま
で
入
札
書
を
受

け
付
け
、

け
付
け
、
８
日
に
開
札
す
る

日
に
開
札
す
る
。

広
島
駅
南
口
広
場
の
再

　
広
島
駅
南
口
広
場
の
再
整

備
等
で
は
、
路
面
電
車
駅

備
等
で
は
、
路
面
電
車
駅
前

大
橋
線
や
広
場
等
の
早
期

大
橋
線
や
広
場
等
の
早
期
整

備
に
向
け
、
市
・
Ｊ
Ｒ
西

備
に
向
け
、
市
・
Ｊ
Ｒ
西
日

本
・
広
島
電
鉄
な
ど
の
関

本
・
広
島
電
鉄
な
ど
の
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
回
の
業

ん
で
お
り
、
今
回
の
業
務

は
、
交
通
事
業
者
に
よ
る

は
、
交
通
事
業
者
に
よ
る
関

連
事
業
や
駅
周
辺
の
民
間

連
事
業
や
駅
周
辺
の
民
間
開

発
事
業
に
関
す
る
技
術
的

発
事
業
に
関
す
る
技
術
的
な

調
整
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｍ
方

調
整
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｍ
方
式

に
よ
っ
て
市
の
各
種
マ
ネ

に
よ
っ
て
市
の
各
種
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
務
の
一
部
を
委

メ
ン
ト
事
務
の
一
部
を
委
託

す
る
こ
と
で
、
事
業
を
円

す
る
こ
と
で
、
事
業
を
円
滑

な
推
進
を
図
る
た
め
の
も
の

な
推
進
を
図
る
た
め
の
も
の
。

契
約
期
間
は

契
約
期
間
は
４
月
１
日
か
日
か
ら

　
年
３
月
　
日
ま
で
と
し

日
ま
で
と
し
て

2525

3131

い
る
い
る
。

　
主
な
参
加
資
格
は
、
市

主
な
参
加
資
格
は
、
市
の

競
争
入
札
参
加
資
格
の
う
ち

競
争
入
札
参
加
資
格
の
う
ち
、

「
調
査
・
研
究
」
ま
た
は
「

「
調
査
・
研
究
」
ま
た
は
「
施

工
計
画
・
施
工
設
備
及
び

工
計
画
・
施
工
設
備
及
び
積

算
」
に
登
録
さ
れ
、
国
・
地

に
登
録
さ
れ
、
国
・
地
方

地
方
公
共
団
体
・
特
殊
法

地
方
公
共
団
体
・
特
殊
法
人

国
土
交
通
省
三
次
河
川

　
国
土
交
通
省
三
次
河
川
国

道
事
務
所
が
整
備
を
進
め

道
事
務
所
が
整
備
を
進
め
て

き
た
中
国
横
断
自
動
車
道

き
た
中
国
横
断
自
動
車
道
尾

道
松
江
線
（
中
国
や
ま
な

道
松
江
線
（
中
国
や
ま
な
み

街
道
）
の
世
羅
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン

街
道
）
の
世
羅
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
）
付
近
の
付

ー
チ
ェ
ン
ジ
）
付
近
の
付
加

車
線
約

車
線
約
１
・
７
灼
が
あ
が
あ
す
　2626

日
完
成
し
、
午
前

日
完
成
し
、
午
前
６
時
か
時
か
ら

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
る

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

中
国
や
ま
な
み
街
道
は

　
中
国
や
ま
な
み
街
道
は
、

広
島
県
尾
道
市
を
起
点
に

広
島
県
尾
道
市
を
起
点
に
三

次
市
を
経
由
し
て
島
根
県

次
市
を
経
由
し
て
島
根
県
松

江
市
ま
で
伸
び
る
延
長

江
市
ま
で
伸
び
る
延
長
１
３

７
灼
の
高
規
格
幹
線
道
路

の
高
規
格
幹
線
道
路
。

同
事
務
所
管
内
で
付
加
車

同
事
務
所
管
内
で
付
加
車
線

を
運
用
し
て
い
る
区
間
は

を
運
用
し
て
い
る
区
間
は
９

カ
所
目
と
な
り
、
着
工
は

カ
所
目
と
な
り
、
着
工
は
２

０
１
５

０
１
５
年
９
月
で
、
事
業

月
で
、
事
業
費

に
は
　
億
円
を
投
じ
た
。

億
円
を
投
じ
た
。
現

1818

在
、
口
和
Ｉ
Ｃ
と
高
野
Ｉ

在
、
口
和
Ｉ
Ｃ
と
高
野
Ｉ
Ｃ

間
で
も
延
長
約

間
で
も
延
長
約
１
・
６
灼
の

付
加
車
線
整
備
が
進
め
ら

付
加
車
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（単位：1000円,％）一般会計の目的別歳出
比　較差引増減額2020年度予算額2021年度予算額

区　　分 （Ａ）
－
（Ｂ）

（Ａ）－（Ｂ）構成比
当初予算額
（Ｂ）

構成比
当初予算額
（Ａ）

99.1△7,6100.3888,1650.2880,555議 会 費
99.8△67,1579.231,701,5548.931,634,397総 務 費
102.41,134,34313.947,564,60713.748,698,950民 生 費
192.911,777,5993.712,675,9996.924,453,598衛 生 費
98.5△32,0590.62,159,9590.62,127,900労 働 費
95.7△1,026,5207.023,934,9226.422,908,402農林水産業費
129.93,723,0343.612,468,5094.516,191,543商 工 費
100.4179,85913.245,277,23312.745,457,092土 木 費
100.9154,1455.017,015,3924.817,169,537警 察 費
101.0603,73818.563,389,11817.963,992,856教 育 費
99.5△26,8261.55,159,2991.45,132,473災 害 復 旧 費
94.4△3,030,60515.753,841,42514.250,810,820公 債 費
100.8226,3497.826,924,8187.627,151,167諸 支 出 金
100.000.0150,0000.0150,000予 備 費
104.013,608,290100.0343,151,000100.0356,759,290合　　計


